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２月から始まった策定委員会も４回目となり、

再び肌寒い季節を迎えることとなりました。

今回のニュースでは第４回の委員会の他、

１０月３０日に開催し、盛況だった中間報告会

及びワークショップについてご報告いたします。

１０月３０日に若葉台地区センター体育館

にて中間報告会とワークショップを開催しま

した。

午前に実施した中間報告会には約70名が参

加。主にマスタープランの役割、現状や課題

について説明を行い、質疑応答も行いました。

午後から開催したワークショップには約50名

が参加。子育て、高齢者、中心街、住宅流通、

次世代への継承の５つのテーマグループに分

かれ、意見交換とアイディア出しを行いまし

た。

成果発表では各グループから斬新で説得力

のあるアイデアが。今回のために横浜国大の

野原ゼミの学生さんたちが作成してくださっ

た「若葉台まちづくりアイディアカード」を

皆さん興味深く読み、自分の意見を広げてい

きました。

１０月２８日に第４回となる横浜若葉台マス

タープラン策定委員会を開催いたしました。

これまでの委員会の中で若葉台の現状の課題

や魅力をまとめ、第４回では目標及び方針や将

来を見据えた取組み方針について議論を進めて

まいりました。

今後は、まちづくりの目標や重点的な取組み

など、マスタープランの核心部を作成する作業

を行っていきます。

次回開催は１２月１３日を予定しており、プ

ラン策定後の進捗管理方法なども検討しながら、

全体の素案を作成します。

第４回策定委員会の開催

中間報告会 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し ま し た ！

ワークショップの様子。壁には野原ゼミの学生によるアイディアカードが並ぶ。

中間説明会の様子。 グループワークでアイディアを詰めていく

中間報告会・ ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ

委員長の横浜国大野原准教授による説明

※中間報告階にて配布した資料は、まちづくりセンター正面入口のカウンターにてご覧いただけます。



参加者からは「今まで交流が無かった方と意見交換できて楽しかった」「普段考えていること

を話せてスッキリした」など前向きなコメントが多数寄せられました。

一方「マスタープランってなに？わかりにくい」「もっと参加者を増やすべき」など、今後検

討や改善を要する声もいただきました。

野原ゼミ作成のアイディアカードは１２月末日までショッピングタウンわかば内「コミュニ

ティオフィス春」に掲示しておりますので、学生さんたちの力作を是非ご覧下さい。

策定委員会では全６回を予定し、今回得られた意見等を踏まえ議論を進め、年度内のマスター

プラン完成に向け、改めて案を提示する場を設ける予定ですので、ご支援をお願いいたします。

◇ご意見等ございましたら、若葉台まちづくりセンターホームページのお問い合わせページもしくは
委員会事務局公社担当（団地再生事業部事業企画課045-651-1957）まで。 （策定委員会事務局）
若葉台まちづくりセンター：http://www.wakabadai-kc.or.jp/ 神奈川県住宅供給公社：http://www.kanagawa-jk.or.jp/

まちづくりワークショップ 各グループから出た意見 ・アイディア一覧

チームＢ 中心街①
『新しいふれあいの“場”を創る』
・ＨＡＲＵ・空き店舗・公園・旧西中を活用
・若葉台公園にＢＢＱ場
・中心街の広場フードコート化

チームＣ 子育て
『一時保育の充実が若葉台を救う！』
・現代は「子育て中の親の孤立」が問題。
・「一時預かり」は子育て世帯を呼び込む
決め手となる。

チームＤ 次世代への継承
『新しい人に来てもらうために』
・人材活用 地域コンシェルジュセンター
・若いファミリーを呼ぶなら「一時預かり」。

チームＥ 住宅流通
『住まい方、暮らし方』
・若葉台の特徴を活かしたシェア暮らし
・シェアな暮らし方を確立させて情報発信

チームＦ 中心街②
『いつでもだれでも集える商店街』
・全天候型・回遊型へ。利便性アップ
・バス停位置の検討や床タイルの改修。
・子供連れＯＫのワンコインで食事できる場。
・空き店舗を一般の人に貸す。

チームＡ 高齢者
『最後まで若葉台に住みたい』
・賃貸住宅をサービス付き高齢者住宅へ
・小規模多機能施設、地域ケアプラザを
複数設置
・多世代が交流できるカフェ、フードコート

↑野原ゼミによるアイディアカードの例。

ワークショップではグループ毎に出た意見やアイディアを
模造紙にまとめて発表を行なった。


